
新型 コ ロ ナ 特集
3 COVI D - 1 9 診 療

2 く 病床運営 と 看護師 の 動 き ＞

ICT (看護師） の 立場か ら

川 口 尚子

大阪府済生会中津病院 感染管理室 感染管理認定看護師

はじめに

2020年 1 月 ， 新型 コ ロ ナウ イル ス 感染症（ 以 下 ，

CO VID-19) の国 内 発 生を受け， 当院においても ， い

っ ， どのタイ ミ ン グで疑い患者が来院されてくるのか

わから ない状況の中 ， 迅速 な診療 体 制の構築が求め ら

れた。感染管理 認定看護 師には ， 疫 学 · 微 生物 学 · 感

染症学 などの専門的知識 および科 学的 根拠に 基 づき，

施設背景や状況に合 わせた効果的 な感染管理 プ ロ グ ラ

ム を構築し， 展開してい＜ 役割がある。今回 ， 院内の
CO VID-19 対策において ， 感染管理 プ ロ グ ラ ムに沿 っ

て ， 多方面から取り組みを行 った。

1 . 感染管理 シ ス テ ム
2020年 1 月末 ， 当院は原囚不明の感染症の発 生動 向

を早期に発見 することを目的とした ， 疑似症サー ベ イ

ラ ン ス の定点 医療機関に選定されていたこともあり ，

大阪市保健所 より帰国者 ・接触者外来の設 置に関する
依頼を受けた。保健所からの 依頼を受け， 病院管理者 ，

関連部門の責任者を 中心としたCO VID-19 対策会議を

開催し， 病院の方針 ， 受け人れ体 制 ， 感染対策等を検

討した。 「CO VID-19疑い患者の受 け入れフ ロ ー 」 を

作成し， 受け入れ体 制の整備を図 った。疑い患者の診

療を開始 するにあた り ， 患者の動 線の確保 ， 診察室の

確保 ， 診察室 内でのゾ ー ニ ン グ ， 夜間 ・休 日 の受け入

れ体 制の確保 ， 人院病床の確保 ， 職員への感染対策の

教育 など， 関連部署との調整を行 った。保健所 依頼で

疑い患者の診察を行う 帰国者 ・接触者外米は ， ICTの

医師 ・感染管理 認定看護師が中心と な り ， 診療に当 た っ

た。 2020年 3 月 9 日 からは ， 呼吸器内科 医が中心と な
り ， 新型 コロ ナウ イル ス 肺炎の鑑別・ト リア ー ジを行

う ことを目 的とした呼吸器 内科 特別外来を 設 置した。

このよう に， ICTが中心と な って開始した帰国者 ・接

触者外来を継続 する 中で ， 呼吸器 内科 医や外来看護師 ，

メ ディ カ ル スタッフ などの協力を得 て ， 診療体制が徐々

受付け：令和 4 年 6 月21日

に拡充した。 2020年 3 月には ， 新型 コロ ナウ イル ス 陽

性患者の人院病床の確保 依頼があり ， 東 7階病棟での

入院患者の受け入れを開始した。その後 ， 改築等を重

ね ， 現在の北13階病棟（ 中 等症・軽症） およびRCU

（ 重症） での受 け入れ体 制を整備した。原則 ， 行政へ

の対応は感染管理 室が窓 口と な り ， 入院患者の受け入
れ調整 ， 入院患者数 および経過の報告 ， 自 宅 ・ホ テ ル
療 養への移行調 整 ， 発 生届に関する 問い合 わせ， S A

RS -Co V-2検森数 の報告 ， G-MIS (厚 生労働省 ： 医療

機関等 情 報支援 シ ス テ ム） や0-CIS (大阪府療 養者清

報 シ ス テ ム） の入力等を担 った。

日付 経 緯

2020年 1 月 末
大阪市保 健所より帰国者・接触者 外来の設
置依頼

2020年2 月
帰固者・接触者 外来を設置
大阪市保 健所より人院病 床 の確保 依頼

2020年3 月6 日 CO VI D- 19 専用病 棟を東7 階病 棟に設置

2020年3 月9 日 呼吸器 内科特別外来（ 肺炎外来）を設厭

2020年4 月 1 日 肺炎病 棟（ 除外診断用病 床 ）を設置

2020年4 月20 日 発熱外来を設置

2020年8 月 17日
CO VI D- 19 専 用病 棟 を 北 13 階病 棟に 移 転

（ 簡易陰圧装置 6 台設置）

2020年11月 RCUにて重症 患者 の入院 受け人れ を開始

202 1年9 月28日 重症 病 床 (RCU7 床 ）を陰圧個室に改築

2 .  医療関連感染サ ー ペ イ ラ ン ス

院 内における新型 コロナウ イル ス 陽性者の正確 な発

生状況や感染経路等を把握 する ため ， 戦 員の陽性者 ・

濃厚接触者の管理 を行 った。 2022年 1 月に発 生した オ

ミ ク ロ ン株による第 6 波では ， 陽性 ま たは濃厚接触に

該当 する職員が 多 発し， 就業 制 限期 間の管理に 追 われ

た。ま た ， S A RS -Co V- 2検査（ 抗 原定性 · TRC · P CR

検査） を実施した 全患者の情報を集 約し， 陽性者 発 生

時には迅速に対応できる よう 体 制を構築した。
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陽性職員数の推移
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入院患者数の推移
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● 保健所依頼入院 • 直接入院

3 .  感染防止技術

感染対策 マ ニ ュ ア ル と は 別 に 「院内COVID-19対応

マ ニ ュ ア ル」 を作成 し た 。 感染防止対策 の 項 目 で は，

場面別 の個人防護具の選択甚準や患者の動線を記 し た。

入院患者 の 対応 に お い て は， ト イ レ や シ ャ ワ ー 室 の 管

理， 配下膳， リ ネ ン の 取扱 い ， ゴ ミ の 廃棄方法， 清掃

方法 な ど を多部門 と 調整 し ， 院内 ル ー ル を 定 め ， 新型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 専用 病棟外で発生 し た 際 に も 対応で き

る よ う マ ニ ュ ア ル を作成 し た 。 厚生労働省が作成す る

「新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症 (COVID-19) 診療 の 手

引 き 」 更新時 に は ， 必要 に 合わ せ て 院内対応 マ ニ ュ ア

ル の 改訂 を 行 っ た 。 ま た ， COVID-19 の 流行 に 伴 い ，

感染対策 に必要不可欠な個人防護具 (N95マ ス ク ・ サ ー

ジ カ ルマ ス ク ・ 長袖ガウ ン ・ 手袋 • ア イ シ ー ル ド ・ キ ャ ッ

プ） や擦式 ア ル コ ー ル手指消毒薬 の 供給が制限 さ れ，

COVID-19診療だ け で な く 一般診療 の 継続 も 危機的 な

状況 と な る 中， 個人防護具 の 使用制限や運用変更， 代

替品で の 対応 な ど， 感染管理 の 立場か ら 診療を継続す

る た め に 資材 の 連用 に つ い て 資材課 と 検討 を 行 っ た 。

4 .  指導

未知 の ウ ィ ル ス ヘ の 偏見や恐怖， 不安 の 声 が聞 か れ

る 中， 感染分野 に お け る 専門的立場か ら ， 正 し い 情報

の 発信 教育が求 め ら れ た 。 ICT ニ ュ ー ス を活用 し ，

情報発信 を 行 い ， 感染対策研修会や各部署で の個別の

勉強会 を 実施 し た 。 ま た ， 個人防護具 の 着脱方法 に 関

し て は， 個人防護具 の 供給が不安定で あ り ， 講習会 の

開催が で き な か っ た た め ， 動 画 を 作成 し ， 院 内 LAN

よ り 視聴で き る よ う に 工夫 し た 。

5 .  相談

COVID-19 に 関す る 検査， 感染対策， 職員 ・ 職員家

族 の 健康管理， 陽性者 ・ 濃厚接触者 の 就業制限 な ど に

つ い て， 数多 く の 問 い 合わ せ に 対応 し た 。 相談件数が

特 に 多 か っ た 内容 に つ い て は各部署で判断 し 対応で き

る よ う ， 入院患者 の 検査判断 フ ロ 一 ， 戦員 の 受診判断

フ ロ 一 ， 就業制限 に 関す る フ ロ ー ・ 案内 な ど を作成 し

た 。

6 .  職業感染管理

患者や職員か ら 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 陽性者が発生 し

た 際 院内感染 を 防止 し ， ま た 感染経路や状況 を 明 ら

か に す る た め ， 所属長 の協力 の も と 感染管理認定看護

師が中心 と な り ， 院内 に お け る 積極的疫学調査 を実施

し た。 陽性判明 ま で の経過， 発症前の行動， 勤務状況，

患者 ・ 職員 と の 接触状況， マ ス ク の 装着状況 な ど の 情

報か ら ， 感染の リ ス ク を評価 し ， 濃厚接触者 に 該 当 す

る か否 か の判断を行 っ た 。 2020年12月 併設施設で の ク

ラ ス タ ー が発生 し ， 2021年 1 月 に は 当 院で最初 の 院内

ク ラ ス タ ー が発生 し た 。 院内伝播 の 可能性が あ る と 判

断 し た 場合， 梢極 的疫学調査 に 加 え ， 関連部署 内 の

PCR ス ク リ ー ニ ン グ検 査 を 実 施 し た 。 疫学調査 お よ

び ス ク リ ー ニ ン グ検査結果 を も っ て ， 緊急対策会議 を

開催 し ， 接触者へ の 対応， 病棟 の運用， 感染対策 の 確

認， 他 の 診療へ の 影轡 な ど を 検討 し ， 発生状況 に合わ

せ で慎重 な 対応 を行 っ た 。 ま た ， 管轄 の 保健所 と も 連

携 し ， 接触者 リ ス ト の 作成や経過等 を報告 し ， 発生状

況 を 共有 し た 。

2021年3月 に は 医療従事者 を 対象 と し た 新型 コ ロ ナ

ワ ク チ ン の 優先接種が開始 と な っ た 。 ワ ク チ ン 接種 に

よ る 職員 の 集団免疫 の 獲得 は ， 院内感染防止 に 大 き く

寄与す る 。 ワ ク チ ン 接種 の 企画 ・ 運営 を担 う と 共 に ，

戦員へ の ワ ク チ ン 接種 を推奨 し ， 2022年 3 月 末時点で

は 2 回接種完了者93.8% , 3 回接種完了者88. 1 % の 接

種率 と な っ た 。
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3 COVID-19診療

院内 ・ 施設内感染事例 (2022年 3 月 31 日 時点）
【病院】

発生場所

1 中11階病棟

血液浄化療法2 
セ ン タ ー

3 腎臓内科

4 中13階病棟

5 北12階病棟

6 東 9 階病棟

7 北10階病棟

8 北10階病棟

北10階病棟

10 研修医室

11 中11階病棟

12 東 9 階病棟

13 北 9 階病棟

14 東10階病棟

15 研修医室

16 北 7 階病棟

17 北10階病棟

CCU 18 
中11階病棟

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
19 

技術部

北1 1階病棟20 
（呼吸器内科）

21  CCU 

発生期間 （病棟閉鎖） 感染者数

陽性者 2 名
2020 .3 .23-4 9 

（患者 1 名 ・ 戦員 1 名）

陽性者 2 名
2020 .8 .3~8 . 17 

（患者 0 名 ・ 戦員 2 名）

陽性者 2 名
2020 . 1 1 . 10~ 11 .30 

（患者 0 名 ・ 戦員 2 名）

陽性者 2 名
2020 . 1 1 .27- 12 . 16 

（患者 1 名 ・ 職員 1 名）

陽性者 3 名
2020 . 12 .22~2021 . 1 .22 

（ 患者 0 名 ・ 戦員 3 名）

陽性者 17名
2021 . 1 .23~2 . 12 

（患者14名 ・ 戦員 3 名）

陽性者 4 名
2021 .2 .9~3 .3 

（患者 4 名 ・ 戦員 0 名）

陽性者 4 名
2021 .4 . 12~5 . 7 

（患者 3 名 ・ 戦員 l 名）

陽性者 2 名
2022 . 1 . 16~ 1 .20 

（患者 0 名 ・ 戦員 2 名）

陽性者 3 名
2022 . 1 . 16- 1 24 

（患者 0 名 ・ 戦員 3 名）

陽性者 6 名
2022 . 1 .21 ~ 1 .31 

（患者 3 名 ・ 戦員 3 名）

陽性者 8 名
2022 . 1 .24~2 .3 

（患者 4 名 ・ 戦員 4 名）

陽性者 5 名
2022 . 1 .24- 1 31 

（患者 3 名 ・ 戦員 2 名）

陽性者 2 名
2022 . 1 .28-2 5 

（患者 0 名 ・ 戦員 2 名）

陽性者 4 名
2022 .2 1~2 7 

（患者 0 名 ・ 戦員 4 名）

陽性者 8 名
2022 .2 .4~2 . 15 

（患者 6 名 ・ 戦員 2 名）

陽性者 18名
2022 .2 .5~2 . 18 

（患者 8 名 ・ 戦員10名）

陽性者 6 名
2022 .2 . 14~2 21 

（患者 1 名 ・ 戦員 5 名）

陽性者 2 名
2022 .2 .24~3 . 10 

（戦員 2 名）

陽性者 17名
2022 .3 . 12~3 .26 

（患者12名 ・ 戦員 5 名）

陽性者 2 名
2022 .3 . 14~3 .21 

（患者 1 名 ・ 戦員 1 名）

【施設】

発生場所 発生期間 （施設閉鎖） 感染者数

陽性者 49名
1 ラ イ フ ケ ア 中津 2020 . 12 13-2021 . 1 .6 

（入所者33名 ・ 職員16名）

陽性者 82名
2 大阪整肢学院 2022 . 1 18~2 . 17 

（入所児52名 ・ 職員30名）

陽性者 26名
大阪乳児院 2022 . 1 . 18~2 . 18 

（入所児 8 名 ・ 職員18名）

陽性者 64名
4 喜久寿苑 2022 1 .26-3 .3 

（入所者43名 ・ 職員21名）

陽性者 5 名
5 ラ イ フ ケ ア 中津 2022 2 . 16~3 .3 

（人所者 5 名 ・ 職員 0 名）

陽性者 6 名

6 大阪乳児院 2022 .3 29~4 .20 （人所児 3 名 ・ 戦員 2 名 ・
学生 1 名）

職員の新型 コ ロ ナ ワ ク チ ン接種状況 (2022年 3 月 31 日 時点）

職員数 2 回接種者数 3 回接種者数 接種率

2 回 ： 93 .0% 
セ ン タ ー 1968 1831 1705 

3 回 ： 86 .6% 

2 回 ： 93 .8% 
病院 1608 1508 1417 

3 回 ： 88 . 1% 

7 . 洗浄 ・ 消毒 ・ 滅菌 と フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト

COVID-19の 入院診療を長期継続 し て い ＜ に あ た り ，

ゾ ー ニ ン グや動線の確保等を行 う た め の 改築を行 っ た 。

軽症 ・ 中等症 を受 け入れ る 北13階病棟 に は ， 個室 6 床

に 簡易陰圧装置 を設置 し た 。 重症患者 を受 け入れ る た

めCCU · RCUを分離 し ， RCU側 に ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ

ン を増設， そ の 後RCU 7 床 を 陰圧個室化 し た 。 特 にC

OVID-19重症病床 を 確保す る 上で， COVID-19診療 と

並行 し て 一般診療 を継続 し て い ＜ こ と が大 き な 課題で

あ っ た 。 ま た ， COVID-19 に 限 ら ず， そ の 他 の 感染症

対策 も 念頭 に お き ， ア フ タ ー コ ロ ナ を見据え た 病床設

計が求 め ら れ た 。

おわ り に

未 だCOVID-19 の 終息 の 兆 し が見 え な い 状況で は あ

る が ， 今後 も 引 き 続 き 多部門 と 協働 し ， 感染管理活動

を継続 し て い く 。 ま た ， COVID- 19感染拡大 を受 け ，

感染管理認定看護師 の 役割 と し て ， 地域 の 医療機関 や

高齢者施設等 を対象 と し た 院外で の 支援活動が期待 さ

れ る 。
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